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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（１０）で１つ以上の長期的チャネル特性のチャネル推定を実行するための
、前記ユーザ機器（１０）における方法であって、前記ユーザ機器（１０）は、無線ネッ
トワークノード（１２）によりサービスされ、前記方法は、
　前記無線ネットワークノード（１２）から共配置が明示的にシグナリングされない場合
に、デフォルトチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースが復調リフ
ァレンス信号（ＤＭＲＳ）ポートと共配置されると想定すること（１４０１）と、明示的
にシグナリングされないとは、受信されるスケジューリング割り当てが疑似共配置（quas
i-co-location）フィールドを含まないことを意味することと、ダウンリンク制御情報（
ＤＣＩ）フォーマットにおける共配置オプションの動的な標識についての共配置ＣＳＩ－
ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを読み取ることにより
、前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが構成されることと、
　共配置されると想定された場合に、前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが前記ＤＭＲ
Ｓポートと共配置されるという前記想定に基づいて、前記ＤＭＲＳポート及び前記デフォ
ルトＣＳＩ－ＲＳリソースの１つ以上の長期的チャネル特性を推定すること（１４０３）
と、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記推定すること（１４０３）は、前記ＤＭＲＳポート及び前記ＣＳＩ－ＲＳリソース
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からの信号について結合チャネル推定又は部分的結合チャネル推定を実行することにより
実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマット２Ｄである、請求項１～２のいずれか
に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＭＲＳポートは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）のＤＭＲ
Ｓポート又は物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のＤＭＲＳポートである、請
求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記長期的チャネル特性は、受信電力、平均チャネル利得、遅延拡散、周波数シフト、
ドップラー拡散及び伝播遅延、を含む１つ以上の長期的リファレンス信号特性に関する集
合を含む、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記無線ネットワークノード（１２）から共配置情報を受信すること（１４０２）、を
さらに含み、
　当該共配置情報は、共配置の想定に関する挙動の標識を含む、
　請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記標識は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）の挙動及び物理ダウ
ンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の挙動を示す複合的挙動の標識である、請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　前記ｅＰＤＣＣＨの挙動及び／又は前記ＰＤＳＣＨの挙動の構成は、選択される送信モ
ードに応じて得られ、各挙動について構成されるパラメータのセットは、前記選択される
送信モードに関係するパラメータに限られる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　リファレンス信号を送信するための、無線ネットワークノード（１２、１３）における
方法であって、前記無線ネットワークノード（１２）によりユーザ機器（１０）がサービ
スされ、前記方法は、
　前記ユーザ機器（１０）へ共配置が明示的にシグナリングされない場合に、デフォルト
チャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースが復調リファレンス信号（
ＤＭＲＳ）ポートと共配置されることを前記ユーザ機器（１０）が想定する、と判定する
こと（１６０１）と、“明示的にシグナリングされない”とは、送信されるスケジューリ
ング割り当てが疑似共配置（quasi-co-location）フィールドを含まないことを意味する
ことと、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける共配置オプションの動的
な標識についての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定され
るエントリを読み取ることにより、前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが構成されるこ
とと、
　判定される前記想定に基づいて、共配置されるやり方でＣＳＩ－ＲＳリソース及びＤＭ
ＲＳポートを送信すること（１６０２）と、
　を含む方法。
【請求項１０】
　前記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマット２Ｄである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＤＭＲＳポートは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）のＤＭＲ
Ｓポート又は物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のＤＭＲＳポートである、請
求項９～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザ機器（１０）へ共配置情報をシグナリングすること（１６０３）、をさらに
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含み、
　当該共配置情報は、共配置の想定に関する挙動の標識を含む、
　請求項９～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記標識は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）の挙動及び物理ダウ
ンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の挙動を示す複合的挙動の標識である、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１４】
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）の挙動及び／又は物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の挙動の構成は、選択される送信モードに応じて得られ、
各挙動について構成されるパラメータのセットは、前記選択される送信モードに関係する
パラメータに限られる、請求項１２～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　ユーザ機器（１０）で１つ以上の長期的チャネル特性のチャネル推定を実行するための
、前記ユーザ機器（１０）であって、前記ユーザ機器（１０）は、無線ネットワークノー
ド（１２）によりサービスされるように構成され、前記ユーザ機器（１０）は、
　前記無線ネットワークノード（１２）から共配置が明示的にシグナリングされない場合
に、デフォルトチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースが復調リフ
ァレンス信号（ＤＭＲＳ）ポートと共配置されると想定する、ように構成されるプロセッ
サ（１５０１）、を備え、“明示的にシグナリングされない”とは、送信されるスケジュ
ーリング割り当てが疑似共配置（quasi-co-location）フィールドを含まないことを意味
し、前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマ
ットにおける共配置オプションの動的な標識についての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補
の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを読み取ることにより構成され、
　共配置されると想定された場合に、前記プロセッサは、前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリ
ソースが前記ＤＭＲＳポートと共配置されるという前記想定に基づいて、前記ＤＭＲＳポ
ート及び前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの１つ以上の長期的チャネル特性を推定す
る、ようにさらに構成される、
　ユーザ機器。
【請求項１６】
　前記プロセッサ（１５０１）は、前記ＤＭＲＳポート及び前記ＣＳＩ－ＲＳリソースか
らの信号について結合チャネル推定又は部分的結合チャネル推定を実行することにより、
前記ＤＭＲＳポート及び前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの１つ以上の長期的チャネ
ル特性を推定する、ようにさらに構成される、請求項１５に記載のユーザ機器（１０）。
【請求項１７】
　前記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマット２Ｄである、請求項１５～１６のいず
れかに記載のユーザ機器（１０）。
【請求項１８】
　前記ＤＭＲＳポートは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）のＤＭＲ
Ｓポート又は物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のＤＭＲＳポートである、請
求項１５～１７のいずれかに記載のユーザ機器（１０）。
【請求項１９】
　前記長期的チャネル特性は、受信電力、平均チャネル利得、遅延拡散、周波数シフト、
ドップラー拡散及び伝播遅延、を含む１つ以上の長期的リファレンス信号特性に関する集
合を含む、請求項１５～１８のいずれかに記載のユーザ機器（１０）。
【請求項２０】
　前記無線ネットワークノード（１２）から共配置情報を受信するように構成される受信
機（１５０２）、をさらに備え、
　当該共配置情報は、共配置の想定に関する挙動の標識を含む、
　請求項１５～１９のいずれかに記載のユーザ機器（１０）。



(4) JP 5973673 B2 2016.8.23

10

20

30

40

50

【請求項２１】
　前記標識は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）の挙動及び物理ダウ
ンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の挙動を示す複合的挙動の標識である、請求項２０
に記載のユーザ機器（１０）。
【請求項２２】
　前記ｅＰＤＣＣＨの挙動及び／又は前記ＰＤＳＣＨの挙動の構成は、選択される送信モ
ードに応じて得られ、各挙動について構成されるパラメータのセットは、前記選択される
送信モードに関係するパラメータに限られる、請求項２１に記載のユーザ機器（１０）。
【請求項２３】
　リファレンス信号を送信するための無線ネットワークノード（１２、１３）であって、
前記無線ネットワークノード（１２）は、ユーザ機器（１０）へサービスするように構成
され、
　前記ユーザ機器（１０）へ共配置が明示的にシグナリングされない場合に、デフォルト
チャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースが復調リファレンス信号（
ＤＭＲＳ）ポートと共配置されることを前記ユーザ機器（１０）が想定する、と判定する
ように構成されるプロセッサ（１７０１）、を備え、“明示的にシグナリングされない”
とは、送信されるスケジューリング割り当てが疑似共配置（quasi-co-location）フィー
ルドを含まないことを意味し、前記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ダウンリンク制
御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける共配置オプションの動的な標識についての共配置
ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを読み取るこ
とにより構成され、
　前記無線ネットワークノードは、判定される前記想定に基づいて、共配置されるやり方
でＣＳＩ－ＲＳリソース及びＤＭＲＳポートを送信する、ように構成される送信回路（１
７０２）、を備える、
　無線ネットワークノード。
【請求項２４】
　前記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマット２Ｄである、請求項２３に記載の無線
ネットワークノード（１２、１３）。
【請求項２５】
　前記ＤＭＲＳポートは、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）のＤＭＲ
Ｓポート又は物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のＤＭＲＳポートである、請
求項２３～２４のいずれかに記載の無線ネットワークノード（１２、１３）。
【請求項２６】
　前記送信回路（１７０２）は、前記ユーザ機器（１０）へ共配置情報をシグナリングす
るようにさらに構成され、
　当該共配置情報は、共配置の想定に関する挙動の標識を含む、
　請求項２３～２５のいずれかに記載の無線ネットワークノード（１２、１３）。
【請求項２７】
　前記標識は、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）の挙動及び物理ダウ
ンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の挙動を示す複合的挙動の標識である、請求項２６
に記載の無線ネットワークノード（１２、１３）。
【請求項２８】
　拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）の挙動及び／又は物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の挙動の構成は、選択される送信モードに応じて得られ、
各挙動について構成されるパラメータのセットは、前記選択される送信モードに関係する
パラメータに限られる、請求項２６～２７のいずれかに記載の無線ネットワークノード（
１２、１３）。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
［関連出願への相互参照］
　本出願は、２０１２年９月２８日に提出された米国仮特許出願第６１／７０７，８１１
号の利益を主張する。
【０００２】
［技術分野］
　ここでの実施形態は、ユーザ機器、無線ネットワークノード及びそれらにおける方法に
関する。具体的には、ここでの実施形態は、ユーザ機器で１つ以上の長期的チャネル特性
のチャネル推定を実行することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　典型的な無線通信ネットワークにおいて、移動局及び／又はユーザ機器（ＵＥ）として
も知られる無線端末は、１つ以上のコアネットワークへ無線アクセスネットワーク（ＲＡ
Ｎ）を介して通信する。無線アクセスネットワークは、複数のセルエリアに分割される地
理的なエリアをカバーし、各セルエリアは、基地局、例えば無線基地局（ＲＢＳ）によっ
てサービスされる。無線基地局は、いくつかのネットワークにおいて、“ＮｏｄｅＢ”又
は“ｅＮｏｄｅＢ”とも呼ばれ得る。セルは、基地局サイトにある無線基地局によって、
又はアンテナと無線基地局とが共配置（co-locate）されていないケースではアンテナサ
イトによって無線カバレッジを提供される地理的なエリアである。各セルは、ローカル無
線エリア内のＩＤによって識別され、当該ＩＤは、当該セルにおいてブロードキャストさ
れる。モバイルネットワーク全体においてセルを一意に識別する他のＩＤもまた、セル内
でブロードキャストされる。基地局は、当該基地局のレンジ内にあるユーザ機器と、無線
周波数上で動作するエアインタフェース上で通信する。
【０００４】
　ＲＡＮのいくつかのバージョンにおいて、複数の基地局が、典型的には、例えば地上回
線又はマイクロ波によって無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）又は基地局コントロ
ーラ（ＢＳＣ）といったコントローラノードに接続され、コントローラノードは、そこに
接続される複数の基地局の種々のアクティビティを、監督し及び協調させる。ＲＮＣは、
典型的には、１つ以上のコアネットワークに接続される。ＵＭＴＳ（Universal　Mobile
　Telecommunications　System）は、第２世代（２Ｇ）のＧＳＭ（Global　System　for
　Mobile　Communications）から進化した第３世代のモバイル通信システムである。ＵＴ
ＲＡＮ（UMTS　Terrestrial　Radio　Access　Network）は、本質的に、ユーザ機器につ
いて広帯域符号分割多重アクセス及び／又は高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）を用いる
ＲＡＮである。第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）として知られるフォ
ーラムにおいて、電気通信サプライヤは、具体的に第３世代ネットワーク及びＵＴＲＡＮ
向けの標準について提案を行って合意し、データレート及び無線キャパシティの向上を検
討している。
【０００５】
　拡張パケットシステム（ＥＰＳ）についての仕様化は３ＧＰＰ内では完了済みであり、
その作業は今後の３ＧＰＰリリースにおいて継続される。ＥＰＳは、ＬＴＥ（Long　Term
　Evolution）無線アクセスとしても知られるＥ－ＵＴＲＡＮ（Evolved　Universal　Ter
restrial　Radio　Access　Network）と、ＳＡＥ（System　Architecture　Evolution）
コアネットワークとしても知られ得る拡張パケットコア（Evolved　Packet　Core）とを
含む。Ｅ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴＥは、３ＧＰＰ無線アクセス技術の変種であり、当該技術に
おいて、無線基地局ノードは、ＲＮＣへ接続されるよりもむしろ、ＥＰＣコアネットワー
クへ直接的に接続される。概して、Ｅ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴＥにおいて、１つのＲＮＣノー
ドの機能群は、例えばＬＴＥではｅＮｏｄｅＢである複数の無線基地局ノードと、コアネ
ットワークとの間で分散される。そのようにして、ＥＰＳのＲＡＮは、ＲＮＣへのレポー
ティングの無い、複数の無線基地局を含む本質的に“フラット”なアーキテクチャを有す
る。



(6) JP 5973673 B2 2016.8.23

10

20

30

40

50

【０００６】
　ヘテロジーニアスネットワークの動作についての改善されたサポートは、３ＧＰＰ　Ｌ
ＴＥリリース１０の進行中の仕様化の一部であり、リリース１１向けの新たな特徴の文脈
においてさらなる改善が議論されている。ヘテロジーニアスネットワークでは、サイズの
異なる混成されたセル群、及び重複する複数のカバレッジエリアが配備される。そうした
配備の１つの例において、マクロセルのカバレッジエリアの内部にピコセルが配備される
。ヘテロジーニアスネットワーク内の、ポイントともいう低電力ノードの他の例は、ホー
ム基地局及び中継機（relay）である。マクロのカバレッジエリアの内部にピコ基地局と
いった低電力ノードを配備する狙いは、セルスプリット利得の手段によってシステムキャ
パシティを改善することに加えて、ネットワークにわたる非常に高速なデータアクセスの
経験を広いエリアと共にユーザへ提供することである。ヘテロジーニアス配備は、特に、
トラフィックホットスポット、即ちユーザ密度の高い小さな地理的エリアをカバーするた
めに効果的であり、それらエリアは例えばピコセルによりサービスされ、密度のより高い
マクロネットワークに対する代替的な配備を表現する。
【０００７】
　ＬＴＥは、周波数分割多重化の技術であり、無線基地局からユーザ機器へのダウンリン
ク（ＤＬ）送信においては、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）が使用される。ユーザ機器
から無線基地局へのアップリンク（ＵＬ）送信においては、シングルキャリア周波数分割
多重アクセス（ＳＣ－ＦＤＭＡ）が使用される。ＬＴＥにおけるサービスは、パケット交
換ドメインにおいてサポートされる。ＵＬにおいて使用されるＳＣ－ＦＤＭＡを、離散フ
ーリエ変換拡散（ＤＦＴＳ）－ＯＦＤＭともいう。よって、ＬＴＥは、ＤＬではＯＦＤＭ
を、ＵＬではＤＦＴＳ－ＯＦＤＭを使用する。基本的なＬＴＥダウンリンク物理リソース
を、よって、図１に示したような時間－周波数グリッドとして見ることができ、各リソー
スエレメント（ＲＥ）は特定のアンテナポート上の１つのＯＦＤＭシンボルインターバル
の期間中の１つのサブキャリアに相当する。アンテナポートは、あるアンテナポート上の
シンボルが移送されるチャネルを、同じアンテナポート上の他のシンボルが移送されるチ
ャネルから推測することができるように定義される。アンテナポートごとに１つのリソー
スグリッドが存在する。シンボルインターバルは、サイクリックプレフィクス（ＣＰ）を
含む。ＣＰは、シンボル間のガードバンドとしての役割を果たし、及び／又は周波数ドメ
インでの処理を容易化するために、シンボルの末端の繰り返しをシンボルの前に付加した
ものである。サブキャリア間隔Δｆを有する周波数ｆ又はサブキャリアはｚ軸に沿って定
義されており、シンボルはｘ軸に沿って定義されている。
【０００８】
　時間ドメインにおいて、ＬＴＥダウンリンク送信は、１０ｍｓの無線フレームへと編成
され、各無線フレームは、図２に示されているように、各々が時間長Ｔｓｕｂｆｒａｍｅ
＝１ｍｓを有する＃０～＃９と表された１０個の等サイズのサブフレームを含む。サブフ
レームは、各々が０．５ｍｓの時間長を有する２つのスロットへと分割される。さらに、
ＬＴＥにおけるリソース割当ては、典型的には、リソースブロック（ＲＢ）の観点で記述
され、１つのリソースブロックは、時間ドメインにおいて０．５ｍｓの１スロット、周波
数ドメインにおいて１２個の連続する１５ｋＨｚサブキャリアに相当する。時間的に連続
する２つのリソースブロックは、リソースブロックペアを表現し、スケジューリングが動
作する時間インターバルに相当する。
【０００９】
　リソースブロックは、周波数ドメインにおいて、リソースブロック０を開始番号として
システム帯域幅の一端から付番される。
【００１０】
　ＬＴＥにおける送信は、各サブフレームにおいて動的にスケジューリングされ、基地局
は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）及び拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）
といった物理ダウンリンク制御情報を介して、あるＵＥへダウンリンク割当て／アップリ
ンク許可を送信する。ＰＤＣＣＨは、各サブフレーム内の先頭のＯＦＤＭシンボル（シン
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ボル群）において送信され、多かれ少なかれ、システム帯域幅の全体にわたる。ＰＤＣＣ
Ｈにより搬送されるダウンリンク割当てを復号したＵＥは、ＵＥ宛てのデータをサブフレ
ーム内どのリソースエレメントが含んでいるかを知得する。同様に、アップリンク許可を
受信すると、ＵＥは、どの時間／周波数リソース上で送信を行うべきかを知得する。ＬＴ
Ｅのダウンリンクにおいて、データは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上
の物理的なダウンリンク共有データリンクにより搬送され、アップリンクにおいて、対応
するリンクは、物理的なアップリンク共有リンクである物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）として言及される。
【００１１】
　３ＧＰＰにおいて、拡張ダウンリンク制御シグナリング、即ちｅＰＤＣＣＨの定義が進
行中である。しなしながら、そうした制御シグナリングは、ＰＤＣＣＨと同様の機能性を
有することになる可能性が高く、根本的な相違は、復調のためにセル固有リファレンスシ
ンボル（ＣＲＳ）の代わりに、ＵＥ固有の復調リファレンス信号（ＤＭＲＳ）を要するこ
とである。１つの利点は、ＵＥ固有の空間的処理をｅＰＤＣＣＨのために活用し得ること
である。
【００１２】
　送信されるデータの復調は、無線チャネルの推定を要し、推定は、送信されるリファレ
ンスシンボル（ＲＳ）、即ち受信機にとって既知のシンボルを用いて行われる。ＬＴＥに
おいて、ＣＲＳは、全てのダウンリンクサブフレームにおいて送信され、ダウンリンクチ
ャネル推定を支援する目的に加えて、それらはＵＥにより実行されるモビリティ測定のた
めにも使用される。ＬＴＥは、復調目的のためのチャネル推定のみを狙いとするＵＥ固有
ＲＳをもサポートする。所与のユーザ機器のための制御情報は、ＰＤＣＣＨを用いて送信
される。この制御シグナリングは、典型的には、各サブフレーム内の先頭のｎ＝１、２、
３又は４個のＯＦＤＭシンボルを含む制御領域において送信され、ｎは制御フォーマット
インジケータ（ＣＦＩ）である。ダウンリンクサブフレームは、ＣＲＳをも含み、ＣＲＳ
は、受信機にとって既知であって、例えば制御情報のコヒーレントな復調のために使用さ
れる。３つのＯＦＤＭシンボルが制御シグナリング、例えばＰＤＣＣＨに割当てられたダ
ウンリンクシステムが図３に例示されており、３つのＯＦＤＭシンボルが制御領域として
表されている。制御シグナリングのために使用されるリソースエレメントは波線で示され
ており、データのために使用されるリソースエレメントは白色のＲＥとして示されており
、リファレンスシンボルのために使用されるリソースエレメントは、斜線で示されている
。サブキャリアの周波数ｆはｚ軸に沿って定義されており、シンボルはｘ軸に沿って定義
されている。図３は、ダウンリンクサブフレーム内のリソースエレメント上で、物理的な
制御／データチャネル及び信号のマッピングをいかに行うことができるかを例示している
。この例において、ＰＤＣＣＨは、３つのＯＦＤＭシンボル候補のうちの１番目を占めて
おり、そのため、この具体的になケースにおいて、データのマッピングは、早くも２番目
のＯＦＤＭシンボルで開始し得る。ＣＲＳはセル内の全てのＵＥに共通であることから、
ＣＲＳの送信を特定のＵＥのニーズに適するように容易に適応させることはできない。こ
れはＵＥ固有ＲＳとは対照的であり、ＵＥ固有ＲＳは、各ＵＥがＰＤＳＣＨの一部として
の図３のデータ領域内に独自に配置されるＲＳを有することを意味する。
 
【００１３】
　制御領域の長さは、サブフレームごとに変化することができ、物理制御フォーマットイ
ンジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）において伝達される。ＰＣＦＩＣＨは、制御領域内
で、端末により知られている位置にて送信される。よって、端末は、ＰＣＦＩＣＨを復号
した後に、制御領域のサイズと、どのＯＦＤＭシンボル内でデータ送信が開始されるかと
を知得する。
【００１４】
　制御領域内でやはり送信されるのは、物理ハイブリッド自動再送要求（ハイブリッドＡ
ＲＱあるいはＨＡＲＱ）インジケータであり、それは、前回のサブフレーム内のアップリ
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ンクデータ送信信号が基地局により成功裏に復号されたか否かをＵＥへ通知するための、
確認応答／否定確認応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）レスポンスを搬送する。
【００１５】
　前に示したように、ＣＲＳは、ＬＴＥにおいて利用可能な唯一のリファレンスシンボル
ではない。ＬＴＥリリース１０の時点で、ＰＤＳＣＨの復調のための別個のＵＥ固有ＲＳ
と、ＵＥからのチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックの目的でのチャネルの測定の
ためのＲＳとを伴う新たなＲＳの概念が取り入れられた。後者を、ＣＳＩ－ＲＳという。
ＣＳＩ－ＲＳは、毎サブフレーム送信されるわけではなく、概して、復調のために使用さ
れるＲＳよりも時間及び周波数において疎らである。ＣＳＩ－ＲＳ送信は、無線リソース
制御（ＲＲＣ）で構成される周期性パラメータとＲＲＣで構成されるサブフレームオフセ
ットとに従って、５個、１０個、２０個、４０個又は８０個のサブフレームごとに生じ得
る。
【００１６】
　接続済みモード（connected　mode）で動作しているＵＥは、基地局によって、例えば
適切なランクインジケータ（ＲＩ）、１つ以上のプリコーディング行列インジケータ（Ｐ
ＭＩ）及びチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）のレポーティングといったＣＳＩレポー
ティングを実行することを要求され得る。明示的チャネルフィードバック及び干渉共分散
フィードバックを含む他のタイプのＣＳＩもまた想到可能である。ＣＳＩフィードバック
は、スケジューリングの際に基地局を支援し、それは送信用のサブフレーム及びＲＢ、使
用すべき送信方式／プリコーダの決定を含み、並びに、送信用の適当なユーザビットレー
ト、リンク適応を提供する。ＬＴＥでは、周期的なＣＳＩレポーティング及び非周期的な
ＣＳＩレポーティングの双方がサポートされる。周期的なＣＳＩレポーティングのケース
において、ＵＥは、物理アップリンク制御シグナリング（ＰＵＣＣＨ）上で、構成される
周期的な時間ベースで、ＣＳＩ測定結果をレポートし、一方で非周期的なレポーティング
では、ＣＳＩフィードバックは、基地局からのＣＳＩ許可の受信後に、予め特定される時
間的瞬間にＰＵＳＣＨ上で送信される。非周期的なＣＳＩレポートでは、よって、基地局
は、特定のサブフレームにおいてダウンリンク無線条件を反映させたＣＳＩを要求するこ
とができる。
【００１７】
　図４に、新たなＵＥ固有ＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳによりリソースブロックペア内のどのリ
ソースエレメントが潜在的に占有され得るかの詳細な例図が提供されている。ＣＳＩ－Ｒ
Ｓは、２つの連続するＲＥ上で２つのアンテナポートを重畳するための長さ２の直交カバ
ーコードを利用する。理解されるように、多くの異なるＣＳＩ－ＲＳパターンが利用可能
である。２ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートのケースについて、サブフレーム内に２０個の異
なるパターンが存在することが理解される。４及び８ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートについ
ては、それぞれ、対応するパターンの数は１０個及び５個である。時間分割複信（ＴＤＤ
）については、いくつかの追加的なＣＳＩ－ＲＳパターンが利用可能である。
【００１８】
　続いて、ＣＳＩ－ＲＳリソースとの用語が言及され得る。そうしたケースにおいて、特
定のパターンに対応するリソースは、特定のサブフレーム内に現れる。よって、同じサブ
フレーム内の２つの異なるパターン、又は同じＣＳＩ－ＲＳパターンであって但し異なる
サブフレーム内の２つの異なるパターンは、双方のケースにおいて、２つの別個のＣＳＩ
－ＲＳリソースを構成する。
【００１９】
　ＣＳＩ－ＲＳパターンは、ミューティングされるＲＥ（muted　RE）ともいういわゆる
ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳにも相当してよい。ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳは、サイレントなＲＥを
有するＣＳＩ－ＲＳパターンに相当し、サイレントとは、即ち、それらＲＥ上で信号が送
信されないことである。こうしたサイレントパターンは、４アンテナポートＣＳＩ－ＲＳ
パターンに相当する分解能で構成される。よって、無音化（silence）の最小単位は、４
つのＲＥに相当する。
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【００２０】
　ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳの目的は、セル内のＣＳＩ－ＲＳについての信号対干渉及び雑音
比（ＳＩＮＲ）を、干渉を引き起こすはずのＲＥがサイレントとなるように与干渉セルに
おいてゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳを構成することにより、引き上げることである。よって、あ
るセル内のＣＳＩ－ＲＳパターンは、与干渉セル内の対応するゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳパタ
ーンに適合される。ＣＳＩ－ＲＳ測定のためのＳＩＮＲレベルを引き上げることは、協調
マルチポイント（ＣｏＭＰ）といったアプリケーションにおいて、又はヘテロジーニアス
配備において特に重要である。ＣｏＭＰでは、ＵＥは、恐らくは非サービングセルからの
チャネルを測定する必要があり、その場合のより強いサービングセルからの干渉は破壊的
であろう。ゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳは、ヘテロジーニアス配備においても必要とされ、ヘテ
ロジーニアス配備では、マクロレイヤにおけるゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳが、ピコレイヤにお
けるＣＳＩ－ＲＳ送信に一致するように構成される。これにより、ＵＥがピコノードへの
チャネルを測定する際に、マクロノードからの強い干渉が回避される。
【００２１】
　ＰＤＳＣＨは、ＣＳＩ－ＲＳ及びゼロ電力ＣＳＩ－ＲＳにより占められるＲＥの周囲に
マッピングされ、そのため、ネットワーク及びＵＥの双方が同じＣＳＩ－ＲＳ／ゼロ電力
ＣＳＩ－ＲＳ構成を前提とすることが重要であり、さもなくば、ＵＥはＣＳＩ－ＲＳ又は
そのゼロ電力対応分を含むサブフレーム内のＰＤＳＣＨを復号することができない。
【００２２】
［ＬＴＥ　Ｒｅｌ．８からＲｅｌ．１０における制御シグナリング］
　ユーザへ無線リンク上で送信されるメッセージを、制御メッセージ又はデータメッセー
ジとして大まかに分類することができる。制御メッセージは、システムの適切な動作と共
に、システム内の各ＵＥの適切な動作を円滑化するために使用される。制御メッセージは
、例えば、ＵＥから送信される電力、及びデータがＵＥにより受信され又はＵＥから送信
されるべきＲＢのシグナリングなどといった、制御機能へのコマンドを含み得る。
【００２３】
　制御メッセージの例は、例えばスケジューリング情報及び電力制御メッセージを搬送す
るＰＤＣＣＨ、前回のアップリンク送信への応答としてＡＣＫ／ＮＡＣＫを搬送するＰＨ
ＩＣＨ（physical　HARQ　indicator　channel）、及びシステム情報を搬送するＰＢＣＨ
（physical　broadcast　channel）を含む。プライマリ及びセカンダリ同期信号（ＰＳＳ
／ＳＳＳ）もまた、固定的な位置と時間及び周波数における周期性とを伴う制御信号とし
て見ることができ、それにより、ネットワークへ初期のアクセスを行うＵＥは、ＰＳＳ／
ＳＳＳを見つけだして同期を行うことができる。
【００２４】
　ＰＢＣＨは、ＰＤＣＣＨ送信によりスケジューリングされず、但しＰＳＳ及びＳＳＳに
対して相対的に固定された位置を有する。従って、ＵＥは、ＰＤＣＣＨを読むことができ
るようになる前に、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）内で送信されるシステム情報を
受信することができる。
【００２５】
　ＬＴＥリリース１０では、ＵＥへの全ての制御メッセージは、共通又はセル固有のリフ
ァレンス信号（ＣＲＳ）を用いて復調され、よって、それらリファレンス信号は、セル内
のＵＥの位置に関する知識を有さずともそれらＵＥの全てに到達するようなセルに広がる
カバレッジを有する。例外はＰＳＳ及びＳＳＳであり、それらはスタンドアローンであっ
て、復調前のＣＲＳの受信を必要としない。設定に依存してサブフレーム内の１番目から
４番目までのＯＦＤＭシンボルが、そうした制御情報を含むために予約されている（図３
及び図５参照）。制御メッセージは、１つのＵＥへのみ送信される必要のあるメッセージ
であるＵＥ固有制御、及び、ｅＮＢによりカバーされているセルの範囲内で、全てのＵＥ
又は１つより多くの数の何らかのサブセットのＵＥへ送信される必要のあるメッセージで
ある共通制御、というタイプへとカテゴリ分けされ得る。
【００２６】
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　ＰＤＣＣＨタイプの制御メッセージは、ＣＲＳを用いて復調され、及び、制御チャネル
エレメント（ＣＣＥ）と呼ばれる単位の集合（multiples）において送信され、各ＣＣＥ
は３６個のＲＥを含む。ＰＤＣＣＨは、制御メッセージのリンク適応を可能とするために
、１、２、４又は８個のＣＣＥというアグリゲーションレベル（ＡＬ）を有し得る。さら
に、各ＣＣＥは、各々が４つのＲＥを含む９つのリソースエレメントグループ（ＲＥＧ）
へマッピングされる。それらＲＥＧは、ＣＣＥについての周波数ダイバーシティを提供す
るために、システム帯域幅全体にわたって分散される。よって、最大８つのＣＣＥからな
るＰＤＣＣＨは、設定に依存して最初の１つから４つまでのＯＦＤＭシンボルにおいて、
システムの全帯域幅にわたる。図５は、ＰＤＣＣＨに属する１つのＣＣＥの、システムの
全帯域幅にわたる制御領域へのマッピングを開示している。
【００２７】
［Ｒｅｌ．１１における拡張された制御シグナリング］
　図６は、１０個のＲＢペアと、各々サイズ１の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ペアの
黒くマークされた３つのｅＰＤＣＣＨ領域の構成とを示すダウンリンクサブフレームを示
している。残りのＲＢペアは、ＰＤＳＣＨ送信のために使用されることができる。ＬＴＥ
　Ｒｅｌ．１１では、ＵＥへの一般的な制御メッセージの送信をＵＥ固有のリファレンス
信号に基づいて行うことを可能とし、その送信をデータ領域に配置することにより、拡張
された制御チャネルの形式で制御情報用のＵＥ固有の送信を取り入れることに合意済みで
ある（図６参照）。これは、通例、拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）及び拡張ＰＨＩＣＨ
（ｅＰＨＩＣＨ）などとして知られている。Ｒｅｌ．１１での拡張制御チャネルについて
、復調のためにアンテナポートｐ∈｛１０７，１０８，１０９，１１０｝を使用するよう
に合意済みである（通常のサブフレーム及び通常のサイクリックプレフィクスについて、
図７参照）。図７は、ＬＴＥでのｅＰＤＣＣＨのために使用されるＵＥ固有リファレンス
シンボルの一例を示している。Ｒ７及びＲ９は、それぞれアンテナポート１０７及び１０
９に対応するＤＭＲＳを表現している。加えて、アンテナポート１０８及び１００を、そ
れぞれＲ７及びＲ９の隣接するペア上に直交カバーを適用することにより取得することが
できる。
【００２８】
　この拡張は、制御チャネルについてもプリコーディング利得を達成することができるこ
とを意味する。他の利点は、異なるＰＲＢペア又は拡張制御領域（図９参照）を、異なる
セル又は１つのセル内の異なる送信ポイントに割当てることができ、それにより制御チャ
ネル間のセル間又はポイント間干渉協調を達成することができることである。これは、次
のセクションにおいて議論されるようなＨｅｔＮｅｔシナリオのために特に有益である。
【００２９】
［ＨｅｔＮｅｔ及びＣｏＭＰのための拡張制御シグナリング］
　ポイントの概念は、協調マルチポイント（ＣｏＭＰ）向けの技法との関連で頻繁に使用
される。この文脈において、ポイントは、実質的に同じ地理的エリアを同様のやり方でカ
バーするアンテナのセットに対応するする。よって、ポイントは、あるサイトの複数のセ
クタのうちの１つに相当してよく、但し、全てが同様の地理的エリアをカバーすることを
意図する１つ以上のアンテナを有するサイトにも相当し得る。しばしば、異なるポイント
は、異なるサイトを表現する。アンテナは、それらが地理的に十分に分離されており、及
び／又は十分に異なる方向を指し示すアンテナダイアグラムを有する場合には、異なるポ
イントに相当する。ＣｏＭＰ向けの技法は、スケジューリングの視点においてポイントが
他のポイントから多かれ少なかれ独立的に動作する旧来のセルラーシステムとは対照的に
、異なるポイントの間のスケジューリング又は送受信における依存関係を包含する。ＤＬ
　ＣｏＭＰ動作は、例えば、スペクトルの重複し又は重複しない部分の上で、異なる時間
的瞬間又はある１つの所与のサブフレームのいずれかにて、あるＵＥへ複数のポイントか
らサービスすることを含み得る。あるＵＥへサービスする複数の送信ポイントの間の動的
なスイッチングは、しばしば動的ポイント選択（ＤＰＳ）と称される。重複するリソース
上で複数のポイントからＵＥへ同時にサービスすることは、しばしば結合送信（ＪＴ：jo
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int　transmission）と称される。ポイント選択は、例えば、チャネル、干渉又はトラフ
ィックの瞬間的条件に基づいてよい。ＣｏＭＰ動作は、ＰＤＳＣＨといったデータチャネ
ル及び／又はｅＰＤＣＣＨといった制御チャネルのために実行されるように意図される。
【００３０】
　同じ拡張制御領域（図１０参照）を、互いに強く干渉しない、１つのセル内の又は異な
るセルに属する異なる送信ポイントにおいて使用することができる。典型的なケースは、
共有セルシナリオであり、マクロセルが、そのカバレッジエリア内に低電力ピコノードを
含み、ピコノードは同じ同期信号／セルＩＤを有する（又は関連付けられる）（図８参照
）。地理的に分離されている、図８ではＢ及びＣとしてのピコノードにおいて、同じ拡張
制御領域、即ちｅＰＤＣＣＨのために使用される同じＰＲＢを、再利用することができる
。このやり方で、共有されるセルの異なる部分において、所与のＰＲＢリソースが潜在的
には複数回再利用されることから、当該セル内の合計制御チャネルキャパシティが増加す
ることになる。これは、エリアスプリッティング利得が得られることを保証する。図８は
、ヘテロジーニアスネットワークシナリオを示しており、破線がマクロセルのカバレッジ
エリアを示しており、Ａ、Ｂ及びＣが３つのピコノードのカバレッジに対応する。共有セ
ルシナリオにおいて、Ａ、Ｂ、Ｃ及びマクロセルは、同じセルＩＤを有し、例えば同じ同
期信号を有し、即ち、送信され又は同じ同期信号へ関連付けられる。
【００３１】
　図９において一例が与えられており、ピコノードＢ及びＣは拡張制御領域を共有する一
方で、Ａは、Ｂとの近接に起因して互いに干渉するリスクがあり、従って重複しない拡張
制御領域を割当てられる。共有セル内のピコノードＡとＢとの間、又は等価に送信ポイン
トＡとＢとの間の干渉協調は、それにより達成される。いくつかのケースにおいて、ＵＥ
は、制御チャネルシグナリングの一部をマクロセルから受信し、制御シグナリングの他の
部分を近傍のピコセルから受信する必要があってもよい。
【００３２】
　このエリアスプリッティング及び制御チャネル周波数の協調は、ＰＤＣＣＨは全帯域幅
にわたることから、ＰＤＣＣＨでは可能ではない。ＰＤＣＣＨは、復調についてＣＲＳの
使用に依拠していることから、ＵＥ固有プリコーディングを使用する可能性を提供しない
。
【００３３】
　図１０は、ＰＤＣＣＨにおけるＣＣＥと同様に、複数のグループへと分割され複数の拡
張制御領域のうちの１つへとマッピングされるｅＰＤＣＣＨを示している。なお、図１０
では、拡張制御領域は、サブフレーム内でのＰＤＣＣＨの同時送信を収容するために、Ｏ
ＦＤＭシンボル０で始まるのではない。しかしながら、上で言及したように、将来のＬＴ
ＥリリースにおいてはＰＤＣＣＨを有しないキャリアタイプが存在してよく、その場合、
拡張制御領域はサブフレーム内でＯＦＤＭシンボル０から始まることができる。
【００３４】
［拡張制御シグナリングの分散送信］
　拡張制御チャネルがＵＥ固有プリコーディング及び図１０に例示したような局所化され
た送信を可能とする場合であっても、いくつかのケースにおいて、拡張制御領域を広範囲
のカバレッジにブロードキャストする形で送信することを可能とすることが有益であり得
る。これは、ｅＮＢがあるＵＥに向けてプリコーディングを実行するために信頼できる情
報を有さず、広範囲のカバレッジの送信がよりロバストである場合に有益である。
【００３５】
　他のケースは、特定の制御メッセージが１つよりも多くのＵＥ向けを意図されている場
合であり、このケースにおいて、ＵＥ固有プリコーディングは使用されることができない
。一例は、ＰＤＣＣＨを用いた共通制御情報の送信であり、即ち共通サーチスペース（Ｃ
ＳＳ）である。
【００３６】
　これらケースのいずれにおいても、複数の拡張制御領域にわたる分散的な送信が使用可
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能であり、一例として図１１を参照すると、同じｅＰＤＣＣＨに属する４つの部分が複数
の拡張制御領域にわたって分散されている。図１１は、ｅＰＤＣＣＨに属するＣＣＥが複
数の拡張制御領域へとマッピングされる様子を示すダウンリンクサブフレームを示してお
り、分散的な送信、及び周波数ダイバーシティ又はサブバンドプリコーディングが達成さ
れる。
【００３７】
　３ＧＰＰのｅＰＤＣＣＨの展開において、図１１及び図１０にそれぞれ対応するｅＰＤ
ＣＣＨの分散的な送信及び局所化された送信の双方をサポートすべきであることが合意済
みである。分散された送信が使用される場合、ｅＰＤＣＣＨメッセージのダイバーシティ
次数を最大化するためにアンテナダイバーシティを達成することができればまた有益であ
る。一方で、ｅＮＢでは広帯域チャネル品質及び広帯域プリコーディング情報のみが利用
可能であることがあり、ｅＮＢにとっては、ＵＥ固有の広帯域プリコーディングを伴う場
合にのみ分散的な送信を実行することが有益であるはずである。
【００３８】
　ＤＬ　ＣｏＭＰの１つの根本的な特性は、異なる地理的位置又はポイントから異なる信
号及び／又はチャネルを送信することができることである。ＬＴＥシステムの設計の指針
となる原理の１つは、ＵＥにとってのネットワークの透過性である。言い換えれば、ＵＥ
は、他のＵＥについてのスケジューリング割当て又はネットワーク配備の固有の知識が無
くとも、その意図されるチャネルを復調し及び復号することができる。
【００３９】
　例えば、ｅＰＤＣＣＨ上の様々なダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセージが、異な
る送信ポイントに属するポートから送信され得る。異なるポイントからの制御シグナリン
グでＵＥにサービスする理由はいくつか存在するとは言え、１つの応用例は、例えばＵＬ
送信とは異なるポイントへＤＬ送信が関連付けられるように、スケジューリングアルゴリ
ズムの複数の部分を異なるポイントに分散することからなる。そうしたケースにおいて、
ＤＬ送信及びＵＬ送信を、それぞれのポイントから直接的に制御シグナリングが提供され
るようにスケジューリングすることに意義がある。さらなる応用例は、異なるポイントか
らの並列的なデータ送信でＵＥにサービスすることからなり、例えばデータレートが増や
され、又はポイント間のハンドオーバの期間中にそれがなされる。さらなる応用例は、“
マスター”ポイントからシステム制御情報を送信することからなり、データ送信は他のポ
イント、典型的にはピコノードに関連付けられるポイントからのものに依拠する。
【００４０】
　全ての上の応用例において、同じサブフレームにおいて異なるポイントからのｅＰＤＣ
ＣＨ上での制御シグナリングでＵＥへサービスする可能性を有することに意義がある。い
ずれのケースでも、ＵＥは、各ＲＳポートの送信元である地理的位置を認識しない。デー
タチャネル及び恐らくはある制御チャネルｅＰＤＣＣＨの復調のために、ＤＭＲＳ又はＵ
Ｅ固有ＲＳが採用される。ＵＥ固有ＲＳは、ＵＥが送信信号の特性の多くを知らなければ
ならないという必要性を軽減し、よってネットワーク側からの使用すべき送信方式の柔軟
性を可能とする。これを、ＵＥに関する送信の透過性（transmission　transparency）と
いう。しかしながら、問題は、ＵＥ固有ＲＳの推定精度がいくつかの状況下で十分に良好
ではないかもしれないことである。
【００４１】
　ＲＳポートの地理的な分離は、各ポートからＵＥへ向けての瞬間的なチャネル係数が概
して異なることを示唆する。さらに、異なるポート及びＲＳタイプについて、チャネルの
統計的な特性さえ有意に異なるかもしれない。そうした統計的特性の例は、各ポートにつ
いての受信電力、遅延拡散、ドップラー拡散、受信タイミング、即ち最初の有意なチャネ
ルタップのタイミング、有意チャネルタップの数、周波数シフトを含む。ＬＴＥでは、あ
るアンテナポートに対応するチャネルの特性に関して、他のアンテナポートのチャネルの
特性に基づいて想定され得ることは無い。これは、実際上、送信の透過性を担保する重要
な部分である。
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【００４２】
　上の検討に基づき、ＵＥは、各ＲＳについて関心のあるＲＳポートごとに独立的な推定
を行う必要がある。これは、あるＲＳポートについて時折不適切なチャネル推定品質に帰
結し、無線通信ネットワークの望ましくないリンク及び性能の劣化につながる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００４３】
　ここでの実施形態に係る目的は、無線通信ネットワークにおけるチャネル推定処理を改
善する仕組みを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００４４】
　ここでの実施形態のある観点によれば、上記目的は、ユーザ機器で１つ以上の長期的チ
ャネル特性のチャネル推定を実行するための、上記ユーザ機器における方法により達成さ
れる。上記ユーザ機器は、無線ネットワークノードによりサービスされる。上記ユーザ機
器は、上記無線ネットワークノードから共配置（co-location）が明示的にシグナリング
されない場合に、デフォルトチャネル状態情報リファレンス信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソー
スが復調リファレンス信号（ＤＭＲＳ）ポートと共配置されると想定する。上記デフォル
トＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＤＣＩフォーマットにおける共配置オプションの動的な標識
についての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定されるエン
トリを読み取ることにより、構成される。共配置されると想定された場合に、上記ユーザ
機器は、上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが上記ＤＭＲＳポートと共配置されるとい
う上記想定に基づいて、上記ＤＭＲＳポート及び上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの
１つ以上の長期的チャネル特性を推定する。
【００４５】
　ここでの実施形態の別の観点によれば、上記目的は、リファレンス信号を送信するため
の、無線ネットワークノードにおける方法により達成される。上記無線ネットワークノー
ドにより、ユーザ機器がサービスされる。上記無線ネットワークノードは、上記ユーザ機
器へ共配置が明示的にシグナリングされない場合に、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが
ＤＭＲＳポートと共配置されることを上記ユーザ機器が想定する、と判定する。上記デフ
ォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＤＣＩフォーマットにおける共配置オプションの動的な
標識についての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定される
エントリを読み取ることにより、構成される。上記無線ネットワークノードは、判定され
る上記想定に基づいて、共配置されるやり方でＣＳＩ－ＲＳリソース及びＤＭＲＳポート
の送信も行う。
【００４６】
　ここでの実施形態のまた別の観点によれば、上記目的は、ユーザ機器で１つ以上の長期
的チャネル特性のチャネル推定を実行するための、上記ユーザ機器により達成される。上
記ユーザ機器は、無線ネットワークノードによりサービスされるように構成される。上記
ユーザ機器は、上記無線ネットワークノードから共配置が明示的にシグナリングされない
場合に、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースがＤＭＲＳポートと共配置されると想定する、
ように構成されるプロセッサ、を備える。上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ダウ
ンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける共配置オプションの動的な標識につい
ての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを
読み取ることにより構成され、共配置されると想定された場合に、上記プロセッサは、上
記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが上記ＤＭＲＳポートと共配置されるという上記想定
に基づいて、上記ＤＭＲＳポート及び上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの１つ以上の
長期的チャネル特性を推定する、ようにさらに構成される。
【００４７】
　ここでの実施形態のさらに別の観点によれば、上記目的は、リファレンス信号を送信す
るための無線ネットワークノードにより達成される。上記無線ネットワークノードは、ユ
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ーザ機器へサービスするように構成される。上記無線ネットワークノードは、上記ユーザ
機器へ共配置が明示的にシグナリングされない場合に、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソース
がＤＭＲＳポートと共配置されることを上記ユーザ機器が想定する、と判定するように構
成されるプロセッサ、を備える。上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＤＣＩフォー
マットにおける共配置オプションの動的な標識についての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候
補の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを読み取ることにより構成される。上
記無線ネットワークノードは、判定される上記想定に基づいて、共配置されるやり方でＣ
ＳＩ－ＲＳリソース及びＤＭＲＳポートを送信する、ように構成される送信回路、をさら
に備える。
【００４８】
　ＤＣＩフォーマット内の共配置オプションの動的な標識について使用されるものと同じ
構成可能なＣＳＩ－ＲＳリソースのリストからデフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースを読み取
ることにより、ユーザ機器は、効率的なやり方でチャネル推定を改善するための情報を獲
得する。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
　これより、次の添付図面との関係において、実施形態がより詳細に説明されるであろう
：
【００５０】
【図１】シンボル－周波数グリッド内のリソースエレメントを示している。
【図２】ダウンリンク送信における無線フレームの構造を示している。
【図３】シンボル－周波数グリッド内のリソースエレメントを示している。
【図４】異なるリファレンス信号により占有されるリソースエレメントを示している。
【図５】制御チャネルエレメントからリソースエレメントへのマッピングを示している。
【図６】ｅＰＤＣＣＨの追加的な制御領域を示している。
【図７】ｅＰＤＣＣＨのために使用されるリファレンスシンボルを示している。
【図８】様々なセルを含むネットワークを描いた概略図を示している。
【図９】ｅＰＤＣＣＨの制御領域を異なるセルがいかに共有し／分割し得るかを示してい
る。
【図１０】制御領域へいかにｅＰＤＣＣＨがマッピングされるかの一例を示している。
【図１１】制御領域へいかにＰＤＣＣＨがマッピングされるかの他の例を示している。
【図１２】ここでの実施形態に係る無線通信ネットワークを描いた概略図を示している。
【図１３】ここでの実施形態に係るフローチャート及びシグナリング方式の組合せを示し
ている。
【図１４】ここでの実施形態に係るユーザ機器における方法を描いた概略フローチャート
を示している。
【図１５】ここでの実施形態に係るユーザ機器を描いたブロック図を示している。
【図１６】ここでの実施形態に係る無線ネットワークノードにおける方法を描いた概略フ
ローチャートを示している。
【図１７】ここでの実施形態に係る無線ネットワークノードを描いたブロック図を示して
いる。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
【図１】シンボル－周波数グリッド内のリソースエレメントを示している。
【図２】ダウンリンク送信における無線フレームの構造を示している。
【図３】シンボル－周波数グリッド内のリソースエレメントを示している。
【図４】異なるリファレンス信号により占有されるリソースエレメントを示している。
【図５】制御チャネルエレメントからリソースエレメントへのマッピングを示している。
【図６】ｅＰＤＣＣＨの追加的な制御領域を示している。
【図７】ｅＰＤＣＣＨのために使用されるリファレンスシンボルを示している。
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【図８】様々なセルを含むネットワークを描いた概略図を示している。
【図９】ｅＰＤＣＣＨの制御領域を異なるセルがいかに共有し／分割し得るかを示してい
る。
【図１０】制御領域へいかにｅＰＤＣＣＨがマッピングされるかの一例を示している。
【図１１】制御領域へいかにｅＰＤＣＣＨがマッピングされるかの他の例を示している。
【図１２】ここでの実施形態に係る無線通信ネットワークを描いた概略図を示している。
【図１３】ここでの実施形態に係るフローチャート及びシグナリング方式の組合せを示し
ている。
【図１４】ここでの実施形態に係るユーザ機器における方法を描いた概略フローチャート
を示している。
【図１５】ここでの実施形態に係るユーザ機器を描いたブロック図を示している。
【図１６】ここでの実施形態に係る無線ネットワークノードにおける方法を描いた概略フ
ローチャートを示している。
【図１７】ここでの実施形態に係る無線ネットワークノードを描いたブロック図を示して
いる。
【００５２】
　無線通信ネットワーク１において、移動局及び／又は無線端末としても知られるユーザ
機器１０は、ＲＡＮを介して１つ以上のＣＮと通信する。“ユーザ機器”は、非限定的な
用語であって、任意の無線端末、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイス、若しくは、例え
ばＰＤＡ、ラップトップ、モバイル、センサ、リレー、モバイルタブレットといったノー
ドを意味し、又はそれぞれのセルの範囲内で通信するスモール基地局さえも意味すること
が、当業者により理解されるべきである。
【００５３】
　無線通信ネットワークは、複数のセルエリアに分割される地理的なエリアをカバーし、
例えば第１のセル１１は、無線基地局１２によってサービスされる。無線基地局１２は、
第１の無線基地局としても言及され得る。無線基地局１２は、例えば使用される無線アク
セス技術及び専門用語に依存して、例えばノードＢ、拡張ノードＢ（ｅＮＢ、ｅＮｏｄｅ
Ｂ）、基地送受信局、アクセスポイント基地局、基地局ルータ、又は、当該無線基地局に
よりサービスされるセルの範囲内でユーザ機器と通信可能な任意の他のネットワークユニ
ットとして言及され得る。無線基地局１２は、第１のセル１１といった１つ以上のセルへ
サービスし得る。
【００５４】
　セルは、基地局サイトにある無線基地局の機器により無線カバレッジが提供される地理
的なエリアである。セルの定義は、送信のために使用される周波数帯域及び無線アクセス
技術をも取り込んでよく、これは、２つの異なるセルが同じ地理的エリアをカバーし但し
異なる周波数帯域を使用するかもしれないことを意味する。各セルは、当該セル内でブロ
ードキャストされるＩＤ（identity）により、局所的な無線エリアの範囲内で識別される
。無線通信ネットワーク１の全体で一意に第１のセル１１を識別する他のＩＤもまた、第
１のセル１１内でブロードキャストされる。無線基地局１２は、無線基地局１２のレンジ
の範囲内のユーザ機器１０と、無線周波数上で動作するエア又は無線インタフェース上で
通信する。ユーザ機器１０は、ＵＬ送信において無線基地局１２へ無線インタフェース上
でデータを送信し、無線基地局１２は、ＤＬ送信においてユーザ機器１０へエア又は無線
インタフェース上でデータを送信する。
【００５５】
　さらに、無線通信ネットワーク１は、モビリティ管理用のモビリティ管理エンティティ
（ＭＭＥ）１３といったコアネットワークノードを含む。無線通信ネットワーク１には、
他の異なる第２の無線基地局１４もまた含まれる。第２の無線基地局１４は、他のセル又
は異なるセルとしても言及される第２のセル１５にわたる無線カバレッジを提供し、第２
のセル１５は、例えば第１のセル１１に隣接し又は重複する。無線基地局１２及び１４、
並びにＭＭＥ１３は、全て無線ネットワークノードの例である。
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【００５６】
　留意すべきこととして、第２のセル１５は、第１の無線基地局１２によってサービスさ
れてもよく、即ち、第１及び第２のセルは、同じ無線基地局によりサービスされてもよい
。また、１つの無線基地局が当該無線基地局から離れて設置される複数のリモート無線ヘ
ッド／リモート無線ユニットを有してもよいことにも留意されたい。そのため、１つの無
線基地局が複数のノードから複数のセルを提供することがあり得る。
【００５７】
　それぞれの無線基地局１２、１４とＭＭＥ１３との間のインタフェースは、Ｓ１インタ
フェース、又はより具体的にはＳ１インタフェースの制御プレーン部分であるＳ１－ＭＭ
Ｅであり、第１の無線基地局１２と第２の無線基地局１４との間のインタフェースはＸ２
インタフェースである。
【００５８】
　無線通信ネットワーク１のいくつかのバージョン（図示せず）において、複数の無線基
地局は、典型的には、例えば地上回線又はマイクロ波によって無線ネットワークコントロ
ーラ（ＲＮＣ）又は基地局コントローラ（ＢＳＣ）といったコントローラノードに接続さ
れ、コントローラノードは、そこに接続される複数の無線基地局の種々のアクティビティ
を、監督し及び協調させる。ＲＮＣは、典型的には、１つ以上のＣＮに接続される。ＲＮ
Ｃ又はＢＳＣもまた、無線ネットワークノードの例である。
【００５９】
　ここでの実施形態は、無線通信受信機に関し、より具体的には、アンテナポート及びレ
イヤ１制御シグナリングに関する。あらためて注記すると、ここで実施形態を例示するた
めに３ＧＰＰ　ＬＴＥからの専門用語が本開示において使用されているものの、それは前
述したシステムにのみ本発明の範囲を限定するものとして理解されるべきではない。ＷＣ
ＤＭＡ、ＷｉＭａｘ、ＵＭＢ及びＧＳＭを含む他の無線システムもまた、本開示の範囲内
でカバーされるアイディアを活用することから恩恵を受け得る。
【００６０】
　本開示を通じて、ネットワーク内のノード又はポイントは、しばしば例えば“マクロ”
又は“ピコ”といった何らかのタイプのものとして言及される。特段明示的に言及しない
限り、これは、ネットワーク内のノード／ポイントの役割の絶対的な定量化として解釈さ
れるべきではなく、むしろ、異なるノード／ポイントの役割を互いに相対的に議論する簡
便な手法として解釈されるべきである。よって、マクロ及びピコに関する議論は、例えば
、マクロとフェムトとの間のインタラクションにもちょうどふさわしく適用可能であり得
る。
【００６１】
　リファレンス信号（ＲＳ）に基づくチャネル推定は、アンテナポートと呼ばれる論理的
なエンティティに各々が典型的に対応する異なるＲＳが送信される複数のチャネルの類似
性に関する想定を、しばしば利用する。異なるアンテナポート間の同様の特定の長期的チ
ャネル特性のそうした想定を、考慮される長期的チャネル特性に関する疑似共配置（quas
i　co-location）想定又は共配置想定という。あるチャネルタイプ、例えばＰＤＳＣＨ又
はＰＤＣＣＨについてＵＥが置く全般的な想定は、共配置ＵＥ挙動あるいは略して“挙動
（behavior）”へと収集される。同じユーザ機器１０を対象として、ＣｏＭＰかつ１つの
ポイントから何らかの信号を送信し及び例え同じ送信時間インターバル（ＴＴＩ）であっ
ても他のポイントから他の信号を送信する柔軟性によって、ＵＥのチャネル推定器は、適
切な挙動の適用において、ネットワーク、無線基地局１２からの支援を受ける。特別な予
防措置を講じなければ、挙動の数は容易に過剰となり得る。実装の視点から、及びシグナ
リングオーバヘッドの観点から、異なる挙動の数を小さく維持することができれば有益で
ある。
【００６２】
　ここでの実施形態は、これら問題を、挙動の変更の柔軟性の大部分を維持しながら、ス
マートな手法で挙動の数を知的に制限することにより解決し又は少なくとも軽減する様々
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な解決策を提供する。ここでの実施形態によれば、ユーザ機器１０は、ＤＣＩフォーマッ
ト内の共配置オプションの動的な標識について使用されるものと同じ構成可能なＣＳＩ－
ＲＳリソースのリストから取得される、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースを有する。例え
ば、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＤＣＩフォーマット内の共配置オプションの動
的な標識のためのＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの１つと同じＣＳＩ－ＲＳリソースである
。
【００６３】
　少なくともいくつかの観点は、共配置の挙動のシグナリングにおけるシグナリングオー
バヘッドを削減し、及び、様々なＵＥの共配置挙動に対応するチャネル推定のための実装
、試験及び検証の取り組みを削減するための手段及び方法を提供する。
【００６４】
　図１３は、ここでの実施形態に係るフローチャート及びシグナリング方式の概略的な組
合せを示している。無線ネットワークノードは、無線基地局１２として例示される。
【００６５】
　［アクション１３０１］ユーザ機器１０は、無線基地局１２から共配置が明示的にシグ
ナリングされない場合に、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースがＤＭＲＳポートと共配置さ
れると想定する。デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＤＣＩフォーマットにおける共配
置オプションの動的な標識についての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリス
ト内の予め決定されるエントリを読み取ることにより、構成される。よって、ユーザ機器
１０は、ＣＳＩ－ＲＳリソース及びＤＭＲＳポートの共配置を判定するためのパラメータ
セットと共に構成され得る。当該パラメータセットは、上位レイヤシグナリングにより構
成されるパラメータセットのリストから選択される。
【００６６】
　［アクション１３０２］ユーザ機器１０は、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースがＤＭＲ
Ｓポートと共配置されるという想定に基づいて、ＤＭＲＳポート及びデフォルトＣＳＩ－
ＲＳリソースの１つ以上の長期的チャネル特性を推定する。よって、ユーザ機器１０は、
ＤＣＩフォーマット１Ａで検出されるＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳＣＨ、
及びＤＣＩフォーマット１ＡでのＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨにおいて示される半永続的ス
ケジューリング（ＳＰＳ）アクティブ化に関連付けられる、対応するＰＤＣＣＨを伴わな
いＰＤＳＣＨを復号するために、構成されたパラメータセットを用いて、ＰＤＳＣＨアン
テナポートの疑似共配置を判定し得る。
【００６７】
　［アクション１３０３］無線基地局１２は、リソース及びポートの共配置情報を動的に
決定し得る。即ち、ポート及び／又はリソースの知識に基づいて、無線基地局１２は、ど
のポート及び／若しくはリソース並びに／又は長期的チャネル特性について、ユーザ機器
１０が共配置を想定することを許容されるかを判定する。
【００６８】
　［アクション１３０４］そして、無線基地局１２は、ユーザ機器１０へ共配置情報をシ
グナリングし得る。共配置情報は、例えば、あるアンテナポートに対応するチャネル推定
を形成するために、どのリファレンス信号を互いに組合せて使用するように想定し得るか
、を含む。同じく、但し言葉を換えると、共配置情報は、例えば、関心のあるアンテナポ
ート向けのシンボルが移送されるチャネルの特性を推測するために利用可能なチャネルを
、どのアンテナポートが有するものと想定され得るかを示す。即ち、ユーザ機器１０は、
あるアンテナポート上のリファレンス信号を、他のアンテナポートについてのチャネルの
チャネル推定を支援するために使用し得ると想定することが許容される旨をシグナリング
され得る。同様の利点は、あるリソース上、例えばＰＲＢ上で送信されるあるＲＳポート
が、恐らくは異なるリソース上で送信される、同じ又は恐らくは別のＲＳポートと同じ長
期的チャネル特性を共有するものと想定され得る旨をユーザ機器１０へ示すことによって
取得される。
【００６９】
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　留意されることとして、共配置想定は、等価的に“疑似共配置（quasi　co-location）
”（ＱＣＬ）想定として定義されることがあり、ここで“疑似”との用語は、実際上共配
置が必ずしもチャネルに関連付けられるアンテナポートの物理的な共配置を示唆せず、む
しろそこでチャネル特性というところの列挙されるチャネル及び信号の特性を基準とする
共配置を示唆する。
【００７０】
　そうした相互的な依存性を呈示するチャネルを有する複数のアンテナポートは、グルー
プを形成し得る。現実的には、上記想定は、異なるアンテナポートをまたいで、チャネル
の少なくとも何らかのチャネル特性が同様であるとユーザ機器１０が想定することを可能
とするはずである。そうした情報は、ユーザ機器１０がチャネル特性を結合的に推定する
こと、及び対応するチャネル推定についての推定精度の増加を達成することを可能とする
。グループ及びアプリケーションの固有のチャネル特性に依存して、グループ化は、ユー
ザ機器１０により見えるような長期的チャネル特性の定義されるサブセットに制限され得
る。チャネル特性のそうしたグループ化は、“特性Ｘを基準とするアンテナポートの疑似
共配置”として等価的に言及されることがあり、Ｘは、受信電力、平均チャネル利得、遅
延拡散、周波数シフト、ドップラー拡散及び伝播遅延、といった１つ以上の長期的なＲＳ
特性を示す。
【００７１】
　１つの実施形態によれば、そうしたグループのシグナリングは、例えば無線基地局１２
を介するＲＲＣシグナリングといったネットワークシグナリング及び構成に基づいてもよ
く、又は標準において記述される定義されるルールに基づいてもよい。ネットワーク及び
ユーザ機器の双方がその標準を遵守する必要がある。言い換えれば、ネットワーク、無線
基地局１２は、ユーザ機器１０により考慮される共配置想定に従わなくてはならない。標
準によって、例えばデフォルトセットアップといった、ある条件下で２つのＲＳポートが
共配置として想定され得ることをユーザ機器１０が想定することが許容される場合、ネッ
トワーク、無線基地局１２は、関係する長期的信号特性がユーザ機器１０により共配置と
して経験されるような手法で、当該ＲＳポートを送信する。必ずしも必須ではないが、典
型的には、これは、当該ＲＳポートが同じポイントから送信されることを示唆する。少な
くともいくつかの実施形態によれば、例えばｅＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ及び
他のチャネルのための受信及び復調に関連付けられるＲＳ用のＤＭＲＳポートの共配置の
ためのルールを定義するための手段及び方法が提供される。１つの可能性は、ｅＰＤＣＣ
Ｈのための全てのＤＭＲＳポートが共配置されることをユーザ機器１０が想定し得ると想
定することであろう。しかしながら、そうした想定は、所与のＵＥについて同じサブフレ
ーム内で異なる複数のポイントからｅＰＤＣＣＨを送信することが可能にならないことで
、スケジューリングの柔軟性に影響しかねない。この特定の実施形態では一例としてｅＰ
ＤＣＣＨが与えられているものの、本開示はｅＰＤＣＣＨのみに限定されず、同様の特徴
を伴う任意の他のチャネルに対応することに留意すべきである。
【００７２】
　他の解決策は、ユーザ機器１０が何らかのポート共配置想定を置くことを妨げることで
あろう。そうした解決策は、所与のＵＥについて異なる複数のポイントからｅＰＤＣＣＨ
をサービスすることを可能とするはずであり、但し、チャネル推定品質を改善し及び恐ら
くはチャネル推定のための計算上の複雑さを低減する目的で疑似共配置される複数のＲＳ
をユーザ機器１０が合成することを可能としない。ｅＰＤＣＣＨ及びＰＤＳＣＨの復調は
、ＲＳの異なるセット、即ち、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳ及びＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳにより
サポートされる。そうしたＲＳは、概して、異なる送信ポイント（ＴＰ）により送信され
てよく、共配置として想定されるべきでない。同時に、そうしたＲＳが他のＲＳとであっ
てさえ全く共配置されないことを常に想定することは無駄が多いはずであり、そのような
非常に一般的な想定は、長期的チャネル特性の結合推定のために共配置をそれが利用可能
な場合に活用することを妨げることになる。
【００７３】
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　１つの可能性は、ｅＰＤＣＣＨについて、多重的なモーダリティ、即ち挙動（behavior
s）を可能とすることであり、いくつかのモダリティにおいて、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳ
は例えばＣＳＩ－ＲＳといった何らかのＲＳタイプと共配置されると想定され、一方で他
のモダリティにおいて、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳは例えばＣＲＳといった他のＲＳタイプ
と共配置されるように想定され得る。同様に、ｅＰＤＣＣＨ　ＲＳと共配置されるように
想定されないこととされるＲＳのセットは、各“ｅＰＤＣＣＨ挙動”について固有である
。ネットワークは、配備に依存して、好適なｅＰＤＣＣＨの挙動を構成することができる
。異なる複数のｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳアンテナポートに対応するチャネルの共配置に関
する共配置想定が各ｅＰＤＣＣＨ挙動の一部であってもよい。
【００７４】
　同じ原理がＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳに適用され、ある数の“ＰＤＳＣＨ挙動”が定義され
る。典型的には、ＰＤＳＣＨ挙動は、例えばＣＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳといった他のＲＳタ
イプとの共配置想定を含む。ＣＲＳとＣＳＩ－ＲＳとの間の疑似共配置想定もまた、ＰＤ
ＳＣＨ挙動の一部であってよく、各ＲＳタイプの範囲内の異なる複数のアンテナポートに
対応するチャネルの共配置に関する想定も同様である。
【００７５】
　共配置情報は、無線基地局１２からＤＬ制御チャネル上で送信されるダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）フォーマットを用いて動的にシグナリングされることができる。例えば、
送信モード“１０”において使用されるＤＣＩフォーマット２Ｄは、ＰＤＳＣＨ用のＤＭ
ＲＳが特定のＣＳＩ－ＲＳリソースと共配置されることをシグナリングするために使用さ
れ得る。基本的には、ＤＣＩフォーマット内のメッセージステートは、メッセージステー
トの意味を定義するために使用されるＣＳＩ－ＲＳリソースの構成可能なテーブルへのイ
ンデックスを与える。
【００７６】
　ここで考察されることとして、挙動の全てのあり得る組合せを実装することは、ＵＥの
実装の視点から言えば高コストであり得る。さらに、ＵＥ挙動の各組合せは、やはり多大
なコストに関連付けられる個別の試験を要するかもしれない。ＰＤＳＣＨ及びｅＰＤＣＣ
ＨについてのＵＥ挙動の標識に関連付けられるシグナリングオーバヘッドも存在する。
【００７７】
　ここでさらに考察されることとして、ｅＰＤＣＣＨ挙動及びＰＤＳＣＨ挙動の限られた
数の組合せのみが、配備のための現実的な対象であり得る。例えば、ＣｏＭＰ機能が活用
されない配備については、全ての利用可能なＲＳタイプの共配置をユーザ機器１０に想定
させることに意義がある。同様に、例えばＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳが他のＲＳとは異なるポ
イントから送信され得るＣｏＭＰ配備については、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳをＲＳ等のセ
ル固有ＲＳとの共配置に制約する現実的なケースは存在しない。
【００７８】
　１つの観点は、ｅＰＤＣＣＨ挙動及びＰＤＳＣＨ挙動を限られた数の“複合的ＵＥ挙動
”にグループ化することを含む。“複合的ＵＥ挙動”を示すことにより、ｅＰＤＣＣＨ挙
動及びＰＤＳＣＨ挙動の双方が暗黙的に定義される。ｅＰＤＣＣＨ挙動及びＰＤＳＣＨ挙
動のマッピングは、標準において定義されてもよく、又は、ユーザ機器１０等のＵＥごと
に、無線基地局１２等のネットワークにより構成されてもよい。シグナリングされる各“
複合的ＵＥ挙動”について、ユーザ機器１０は、共配置想定に関連付けられる対応するグ
ループ化されたＰＤＳＣＨ及びｅＰＤＣＣＨ挙動を採用する。よって、ｅＰＤＣＣＨにつ
いての挙動の構成は、ＰＤＳＣＨについての挙動の選択から独立的ではなく、シグナリン
グオーバヘッドを節約するために活用される。次のテーブルに、一例がレポートされる：
【００７９】
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【表１】

【００８０】
　テーブル１の例では、複合的ＵＥ挙動は、ユーザ機器１０について構成される“送信モ
ード”（ＴＭ）により指し示される。この例において、挙動Ａは、非ＣｏＭＰ挙動を表現
し、異なる複数のＲＳが共配置され、一方で挙動Ｂは、ＣｏＭＰ挙動を表現し、少なくと
もいくつかのＲＳが共配置されるように想定されないものとされる。
【００８１】
　いくつかの実施形態によれば、ｅＰＤＣＣＨ挙動及び／又はＰＤＳＣＨ挙動の構成は、
選択されるＴＭに応じて得られる。異なるＴＭは、典型的には、チャネル品質レポーティ
ング及び送信方式といった特徴の異なるセットに関連付けられる。ＴＭ１０といった何ら
かのＴＭはＣｏＭＰ動作に良好に適している一方、例えばＴＭ１－８といった他のＴＭは
ＣｏＭＰにはあまり適さない。中間的な例はＴＭ９であり、これは原理上はＣｏＭＰをサ
ポートし得るが、マルチポイントフィードバックのサポートに何らかの制限を伴う。この
利点は、削減されたシグナリングでの効率的な構成が可能であり、現実的な対象に限りの
ある過剰に汎用的なＵＥ実装が回避され、複雑さ、オーバヘッド及び試験コストの点で節
約的なことである。各挙動について構成されるパラメータのセットは、選択されるＴＭに
実際に関係するものに限られる。
【００８２】
　他の検討事項は、所与の挙動について異なる複数の構成メカニズムを実装することと比
較して、複数のＵＥ挙動を実装することは、典型的に、より複雑であることである。この
実施形態は、ごくわずかしかないＵＥ挙動に基づくＵＥ設計を可能とし、柔軟性及びシグ
ナリング効率は、恐らくは選択されるＴＭ又は他のパラメータの関数として、異なる構成
方法を同じＵＥ挙動に関連付けることにより達成される。テーブル２に一例が提供されて
いる。
【００８３】
【表２】

【００８４】
　テーブル２における例に示したように、ｅＰＤＣＣＨ挙動Ｂは、ユーザ機器１０がＴＭ
９で動作するか又はＴＭ１０で動作するかに依存して異なるように構成される。ＴＭ９で
は、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳと共配置されるようにユーザ機器１０により想定され得るＣ
ＳＩ－ＲＳリソースは、ＣＳＩフィードバックのためにユーザ機器１０において構成され
るＣＳＩ－ＲＳである。ＴＭ１０では、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳと共配置されるようにユ
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ーザ機器１０により想定され得るＣＳＩ－ＲＳリソースは、ネットワークにより明示的に
構成される。
【００８５】
　他の例において、複数のＣＳＩ－ＲＳリソースがｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳとの共配置の
ために必要とされ得ることを想定されたい。例えば、各ＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳポートにつ
いて又は各ｅＰＤＣＣＨセットについて、個別のＣＳＩ－ＲＳリソースが共配置されるも
のとユーザ機器１０により想定され得る。すると、テーブル２によれば、ＴＭ９が構成さ
れるケースにおいて、ネットワークがポート及びセットごとに個別にＣＳＩ－ＲＳリファ
レンスリソースを構成する必要性無く、同じＣＳＩ－ＲＳリソースが全てのｅＰＤＣＣＨ
ポート及びセットと共配置されるように想定され得る。反対に、ＴＭ１０について、ネッ
トワークは、各ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳポート及び／又はセットについての共配置の目的
のために、特定のＣＳＩ－ＲＳリソースを明示的に構成する可能性を有する。
【００８６】
　留意すべきこととして、ＴＭ９及びＴＭ１０の双方について、同じＵＥ実装、即ち、同
じチャネル推定アルゴリズムが、ユーザ機器１０により採用されてよい。
【００８７】
　示された例において、共配置の目的のためのデフォルトＲＳ（アクション１３０１参照
）が定義される。何らかのアプリケーション及びあるＴＭについて、例えばＣＳＩ－ＲＳ
リソースを例えばＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳとの共配置のために活用することをネットワーク
が示すことは不可能である。その理由は、あるアプリケーションにおいて、例えばＴＭ９
～１０でのＤＣＩフォーマット１Ａ及びＴＭ９でのＤＣＩフォーマット２Ｃといった、後
方互換的なスケジューリング許可を採用する必要性が有り得ること、及び、そうしたＤＣ
Ｉフォーマットが定義された時に共配置想定の標識が包含されなかったことである。当然
の結果は、ユーザ機器１０がＣＳＩ－ＲＳとＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳとの間で何らの共配置
も想定し得なくなることであり、そうしたシナリオをサポートするためにユーザ機器１０
内のチャネル推定器の実装を修正する必要性に帰結する。実装の柔軟性のコストに起因し
て、これはあまり好ましくない解決策であろう。ここでの実施形態によれば、共配置目的
のためのデフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの定義が提案される。なお、こうしたＣＳＩ－
ＲＳは、例えばＴＭ１０でのＤＣＩフォーマット２Ｄ若しくはＴＭ９での２ＣといったＤ
ＣＩフォーマットにおける共配置オプションの動的な標識についてのＣＳＩ－ＲＳリソー
スのうちの１つと、又はＴＭ９でのＣＳＩフィードバック用ＣＳＩ－ＲＳと同じであり得
る。前者のケースにおいて、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの構成は、ＲＲＣで構成可
能な、共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補（candidate　co-location　CSI-RS　resources
）のリスト内の予め決定されるエントリ、例えば最初のエントリを読み取ることにより達
成されてよく、ＲＲＣシグナリングは上位レイヤシグナリングである。上で説明したよう
に共配置情報を提供しないダウンリンク割当てによって、ユーザ機器１０がＤＭＲＳベー
スのＰＤＳＣＨを使用するようにスケジューリングされる場合、共配置のためのデフォル
トＣＳＩ－ＲＳリソースがＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳと共配置されるように想定される。スイ
ッチング対象である、ＤＣＩフォーマット２Ｄ又はＴＭ９のケースでの２Ｃについて構成
される共配置ＣＳＩ－ＲＳリソースのいずれとも、共配置ＣＳＩ－ＲＳリソースは同じで
はないかもしれないことから、これは共配置ＣＳＩ－ＲＳリソースの動的なスイッチング
についての拡張されたサポートをも提供する。
【００８８】
　同様のアイディアを、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳの共配置のために活用
してもよい。ある複数のＵＥ挙動及びＴＭについて、例えば各ｅＰＤＣＣＨセット及び／
又はｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳポートについてのＣＳＩ－ＲＳリソースといったように、ｅ
ＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳ共配置想定の構成のために複数のＣＳＩ－ＲＳリソースが必要とさ
れる。しかしながら、そうした完全な構成は、過剰に大きいオーバヘッドを要し、例えば
セットの再構成又は初期構成の期間中には完遂されないかもしれない。そうしたケースに
おいて、ユーザ機器１０は、少なくとも明示的な構成を欠いているセット／ポートについ
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て、ｅＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳポートのデフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースとの共配置を想定
し得る。共配置のためのデフォルトｅＰＤＣＣＨ　ＣＳＩ－ＲＳは、概して、ＰＤＳＣＨ
　ＤＭＲＳの共配置のためのデフォルトＣＳＩ－ＲＳとは異なってよい。
【００８９】
　また、ＤＭＲＳの共配置のためのＲＳは、必ずしもＣＳＩ－ＲＳリソースである必要は
なく、代替的に例えばＣＲＳ又は同期信号であってもよいことが留意される。
【００９０】
　［アクション１３０５］ユーザ機器１０は、チャネル推定を実行する。典型的には、チ
ャネル推定アルゴリズムは、３ステップ動作を行う。第１のステップは、チャネルのチャ
ネル特性のいくつかの推定からなる。第２のステップは、そうしたチャネル特性に基づく
推定フィルタの生成からなる。第３のステップは、チャネル推定を取得するために、受信
信号に推定フィルタを適用することからなる。上記フィルタは、時間又は周波数ドメイン
において同等に適用されてよい。いくつかのチャネル推定器の実装は、上述した３ステッ
プの方法に基づいていないかもしれず、それでも同じ原理を活用し得る。
【００９１】
　明らかに、第１のステップにおける推定フィルタのフィルタパラメータの正確な推定は
、改善されたチャネル推定につながる。原理上は、単一のサブフレームにわたる及び１つ
のＲＳポートについてのチャネルの観測から、そうしたフィルタパラメータをユーザ機器
１０が取得することが可能であることが多いものの、同様のチャネル特性を共有する異な
るアンテナポート、即ち異なるＲＳ送信に関連付けられる測定結果を合成することにより
、ユーザ機器１０がフィルタパラメータの推定精度を改善することが、通常可能である。
さらに、複数のＰＲＢに関連付けられるＲＳを合成することにより、チャネル推定の精度
は改善され得る。ここで考察されることとして、ネットワーク、即ち無線基地局１２は、
典型的には、アンテナポートがどのように物理的なポイントにマッピングされているかの
自身の知識に基づいて、どのＲＳポートが同様のチャネル特性を伴うチャネルに関連付け
られているかを認識している一方、ユーザ機器１０は、ネットワーク透過性の原理のため
にそうした情報を先験的には認識しない。
【００９２】
　本開示の少なくともいくつかの観点は、多数の様々な疑似共配置の挙動又はそれらを構
成するための高いシグナリング負荷を生じさせることなく、長期的チャネル特性の結合的
な推定をユーザ機器１０が実行することを可能とする、ｅＰＤＣＣＨ及びＰＤＳＣＨのた
めのＤＭＲＳポートの疑似共配置についてのルールを定義すること、を含む。
【００９３】
　少なくとも本開示内のいくつかの観点によれば、多様なチャネルのための共配置想定の
スマートな構成のための様々な解決策が提示される。
【００９４】
　本開示の少なくともいくつかの観点は、アンテナポートの疑似共配置の目的のためのＵ
Ｅ挙動の効率的な再構成のための手段が提供される。
【００９５】
　当然ながら、提示される実施形態は、上で要約した特徴及び利点に限定されない。実際
、当業者は、以下の詳細な説明を読み、添付図面を閲覧すれば、追加的な特徴及び利点を
認識するであろう。
【００９６】
　これ以降ではより十分に例が説明され、その中で複数の実施形態の例が示される。しか
しながら、特許請求の範囲に記載される解決策は、多くの異なる形式で具現化されてよく
、ここで説明される実施形態に限定されるものとして解釈されるべきではない。また、そ
れら実施形態は相互排他的ではないことにも留意すべきである。よって、１つの実施形態
からのコンポーネント又は特徴は、そうした包含が適切であれば、他の実施形態にて存在
し又は使用されることが想定され得る。
【００９７】
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　ネットワーク、無線基地局１２は、典型的には、例えばＣＲＳ、ＤＭＲＳ、ＣＳＩ－Ｒ
Ｓを含む様々なタイプのリファレンス信号に基づく多様な信号及び／又はチャネルの受信
を支援するように、ユーザ機器１０を構成する。恐らくは、例えばリンク適応及びスケジ
ューリングのためにＵＥによりネットワークへレポートされるべき、伝播パラメータ及び
好適な送信特性の推定のために、ＲＳは活用され得る。
【００９８】
　ここで考察されることとして、各アンテナポートから各ユーザ機器の受信ポートへのチ
ャネルは概して実質的に一意であるとはいえ、ここでチャネル特性として言及されるいく
つかの統計的な特性及び伝播パラメータは、異なるアンテナポートが同じポイントから発
しているか否かに依存して、異なるアンテナポートの間で共通的であり又は同様であり得
る。そうしたチャネル特性は、例えば、各ポートについての受信電力レベル、遅延拡散、
ドップラー拡散、受信タイミング即ち最初の有意なチャネルタップのタイミング、及び周
波数シフトを含む。
【００９９】
　本開示の少なくともいくつかの実施形態は、ユーザ機器１０における改善されたチャネ
ル推定を可能とするために、ユーザ機器１０がアンテナポートの疑似共配置に関する情報
を取得することを可能とするための手段及び方法を含む。そして、ユーザ機器１０は、当
該情報を活用して、同様のチャネル特性を有するチャネルの少なくともいくつかについて
結合的なチャネル推定又は部分的に結合的なチャネル推定を実行し得る。
【０１００】
　図１４に描いたフローチャートを参照しながら、いくつかの実施形態に係る１つ以上の
長期的チャネル特性のチャネル推定を実行するための、図中のユーザ機器１０における方
法アクションが、次に説明されるであろう。それらアクションは、以下に記載される順序
でなされなくてもよく、但し何らかの適切な順序でなされ得る。いくつかの実施形態にお
いて実行されるアクションは、破線のボックスでマークされている。ユーザ機器１０は、
無線基地局１２といった無線ネットワークノードによりサービスされる。
【０１０１】
　［アクション１４０１］ユーザ機器１０は、無線ネットワークノードから共配置が明示
的にシグナリングされない場合に、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースがＤＭＲＳポートと
共配置されると想定する。よって、ユーザ機器１０は、デフォルト設定を使用する。上記
デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＤＣＩフォーマットにおける共配置オプションの動
的な標識についての共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定さ
れるエントリを読み取ることにより構成される。ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマ
ット２Ｄであってよい。ＤＭＲＳポートは、ｅＰＤＣＣＨのＤＭＲＳポート又はＰＤＳＣ
ＨのＤＭＲＳポートであってよい。デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、共配置ＣＳＩ－
ＲＳリソース候補のリスト内の予め決定されるエントリであってよい。当該リストは、共
配置オプションの動的な標識についてのリストであってよい。例えば、ユーザ機器１０が
無線基地局１２からグラントを受信し、当該グラントが共配置情報を有しない場合、ユー
ザ機器１０は、デフォルト設定を使用し得る。デフォルト設定は、ＤＣＩフォーマット２
Ｄのためのリスト内の第１のエントリへのポインタであってよい。ＤＣＩフォーマット２
Ｄ内のリストは、様々なステートのリストであり、上記ポインタは、デフォルトＣＳＩ－
ＲＳのための構成を与えるあるステートを指し示す。“明示的にシグナリングされない”
との語は、例えば、ＤＣＩメッセージといった、ユーザ機器１０についての受信されるス
ケジューリング割当てが疑似共配置（quasi-co-location）フィールドを含まないことを
意味する。
【０１０２】
　［アクション１４０２］ユーザ機器１０は、いくつかの実施形態において、デフォルト
設定をオーバライドする共配置情報を無線ネットワークノード１２から受信してもよく、
その共配置情報は、共配置の想定に関する挙動の標識を含む。例えば、メッセージステー
トの意味を定義するために使用されるＣＳＩ－ＲＳリソースの構成可能なテーブルへのイ
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ンデックスを与える、ＤＣＩフォーマット２Ｄ内の当該メッセージステートが受信され得
る。ユーザ機器１０は、ＰＤＳＣＨのためのＤＭＲＳポートが特定のＣＳＩ－ＲＳリソー
スと共配置されることをシグナリングするためのＤＣＩフォーマット２Ｄを用いて、共配
置情報を受信してもよい。
【０１０３】
　［アクション１４０３］ユーザ機器１０は、共配置されると想定された場合に、上記デ
フォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが上記ＤＭＲＳポートと共配置されるという上記想定に基
づいて、上記ＤＭＲＳポート及び上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの１つ以上の長期
的チャネル特性を推定する。ユーザ機器１０は、上記ＤＭＲＳポート及び上記ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースからの信号について結合チャネル推定又は部分的結合チャネル推定を実行する
ことにより、チャネルを推定してもよい。上記長期的チャネル特性は、受信電力、平均チ
ャネル利得、遅延拡散、周波数シフト、ドップラー拡散及び伝播遅延、を含む１つ以上の
長期的リファレンス信号特性に関する集合を含んでよい。上記標識は、ｅＰＤＣＣＨの挙
動及びＰＤＳＣＨの挙動を示す複合的挙動であってもよい。ｅＰＤＣＣＨの挙動及び／又
はＰＤＳＣＨの挙動の構成は選択される送信モードに応じて得られてもよく、各挙動につ
いて構成されるパラメータのセットは、上記選択される送信モードに関係するパラメータ
に限られる。ユーザ機器１０は、動的な共配置情報を含むＤＣＩフォーマットによりスケ
ジューリングされる場合、そうした情報に依拠する。そうでない場合、例えばＴＭ１０で
のＤＣＩフォーマット１Ａでは、説明したように、デフォルト共配置リソースに依拠する
。
【０１０４】
　［アクション１４０４］次に、長期的チャネル特性が当該チャネル特性に基づいてフィ
ルタパラメータを決定するために使用され、そして、チャネル推定を取得するために、受
信信号へ推定フィルタが適用される。
【０１０５】
　図１５は、ユーザ機器１０にて１つ以上の長期的チャネル特性のチャネル推定を実行す
るための、ここでの実施形態に係るユーザ機器１０を描いたブロック図を示している。ユ
ーザ機器１０は、無線ネットワークノード１２によりサービスされるように構成される。
【０１０６】
　ユーザ機器１０は、無線ネットワークノード１２から共配置が明示的にシグナリングさ
れない場合に、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースがＤＭＲＳポートと共配置されると想定
する、ように構成されるプロセッサ１５０１、を備える。上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリ
ソースは、ＤＣＩフォーマットにおける共配置オプションの動的な標識についての共配置
ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを読み取るこ
とにより構成される。プロセッサ１５０１は、共配置されると想定された場合に、上記デ
フォルトＣＳＩ－ＲＳリソースが上記ＤＭＲＳポートと共配置されるという上記想定に基
づいて、上記ＤＭＲＳポート及び上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースの１つ以上の長期
的チャネル特性を推定する、ようにさらに構成される。プロセッサ１５０１は、上記ＤＭ
ＲＳポート及び上記ＣＳＩ－ＲＳリソースからの信号について結合チャネル推定又は部分
的結合チャネル推定を実行することにより、上記ＤＭＲＳポート及び上記デフォルトＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースの１つ以上の長期的チャネル特性を推定する、ようにさらに構成され得
る。上記ＤＣＩフォーマットは、例えばＤＣＩフォーマット２Ｄである。上記ＤＭＲＳポ
ートは、ｅＰＤＣＣＨのＤＭＲＳポート又はＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートである。“明示
的にシグナリングされない”との語は、例えば、ＤＣＩメッセージといった、ユーザ機器
１０についての受信されるスケジューリング割当てが疑似共配置フィールドを含まないこ
とを意味する。
【０１０７】
　上記長期的チャネル特性は、受信電力、平均チャネル利得、遅延拡散、周波数シフト、
ドップラー拡散及び伝播遅延、を含む１つ以上の長期的リファレンス信号特性に関する集
合を含んでよい。
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【０１０８】
　ユーザ機器１０は、無線ネットワークノード１２から共配置情報を受信するように構成
され得る受信機１５０２、をさらに備える。当該共配置情報は、共配置の想定に関する挙
動の標識を含む。上記標識は、ｅＰＤＣＣＨの挙動及びＰＤＳＣＨの挙動を示す複合的挙
動である。ｅＰＤＣＣＨの挙動及び／又はＰＤＳＣＨの挙動の構成は、選択される送信モ
ードに応じて得られてもよく、各挙動について構成されるパラメータのセットは、上記選
択される送信モードに関係するパラメータに限られる。
【０１０９】
　さらに、ユーザ機器１０は、無線ネットワークノードへ信号、フィードバック又は類似
のものを送信するように構成される送信機（ＴＸ）１５０３、を備える。ユーザ機器１０
は、共配置情報、デフォルトＣＳＩ－ＲＳ、及び、実行された場合にここでの方法を遂行
する同様のアプリケーション、を記憶するように構成され得るメモリ１５０４をさらに備
える。
【０１１０】
　図１６に描いたフローチャートを参照しながら、いくつかの実施形態に係るリファレン
ス信号を送信するための、図中の無線基地局１２として例示される無線ネットワークノー
ドにおける方法アクションが、次に説明されるであろう。それらアクションは、以下に記
載される順序でなされなくてもよく、但し何らかの適切な順序でなされ得る。いくつかの
実施形態において実行されるアクションは、破線のボックスでマークされている。ユーザ
機器１０は、無線ネットワークノードによりサービスされる。
【０１１１】
　［アクション１６０１］無線ネットワークノードは、ユーザ機器１０へ共配置が明示的
にシグナリングされない場合に、デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソースがＤＭＲＳポートと共
配置されることをユーザ機器１０が想定する、と判定する。上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳ
リソースは、ＤＣＩフォーマットにおける共配置オプションの動的な標識についての共配
置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを読み取る
ことにより構成される。上記フォーマットは、ＤＣＩフォーマット２Ｄであってよい。デ
フォルトＣＳＩ－ＲＳリソースは、共配置ＣＳＩ－ＲＳリソース候補のリスト内の予め決
定されるエントリであってよい。当該リストは、共配置オプションの動的な標識について
のリストであってよい。上述したように、“明示的にシグナリングされない”との語は、
例えば、ＤＣＩメッセージといった、ユーザ機器１０についての送信されるスケジューリ
ング割当てが疑似共配置フィールドを含まないことを意味する。
【０１１２】
　［アクション１６０２］上記無線ネットワークノードは、判定される上記想定に基づい
て、共配置されるやり方でＣＳＩ－ＲＳリソース及びＤＭＲＳポートを送信する。上記Ｄ
ＭＲＳポートは、ｅＰＤＣＣＨのＤＭＲＳポート又はＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートであっ
てよい。
【０１１３】
　［アクション１６０３］上記無線ネットワークノードは、ユーザ機器１０へ共配置情報
をシグナリングしてよく、当該共配置情報は、共配置の想定に関する挙動の標識を含む。
上記標識は、ｅＰＤＣＣＨの挙動及びＰＤＳＣＨの挙動を示す複合的挙動であってもよい
。ｅＰＤＣＣＨの挙動及び／又はＰＤＳＣＨの挙動の構成は、選択される送信モードに応
じて得られてもよく、各挙動について構成されるパラメータのセットは、上記選択される
送信モードに関係するパラメータに限られる。よって、上記無線ネットワークノードは、
ＰＤＳＣＨ用のＤＭＲＳポートが特定のＣＳＩ－ＲＳリソースと共配置されることをシグ
ナリングするために、ＤＣＩフォーマット２Ｄを用いて共配置情報を送信し得る。上記無
線ネットワークノードからのＤＣＩフォーマット２Ｄ内のメッセージステートは、当該メ
ッセージステートの意味を定義するために使用されるＣＳＩ－ＲＳリソースの構成可能な
テーブルへのインデックスを与える。
【０１１４】



(26) JP 5973673 B2 2016.8.23

10

20

30

40

50

　図１７は、リファレンス信号を送信するための、ここでの実施形態に係る無線基地局１
２といった無線ネットワークノードを描いたブロック図である。無線ネットワークノード
は、ユーザ機器１０へサービスするように構成される。上記無線ネットワークノードは、
ユーザ機器１０へ共配置が明示的にシグナリングされない場合に、デフォルトＣＳＩ－Ｒ
ＳリソースがＤＭＲＳポートと共配置されることをユーザ機器１０が想定する、と判定す
るように構成されるプロセッサ１７０１、を備える。上記デフォルトＣＳＩ－ＲＳリソー
スは、ＤＣＩフォーマットにおける共配置オプションの動的な標識についての共配置ＣＳ
Ｉ－ＲＳリソース候補の構成可能なリスト内の予め決定されるエントリを読み取ることに
より構成される。上記ＤＣＩフォーマットは、ＤＣＩフォーマット２Ｄであってよい。上
記ＤＭＲＳポートは、ｅＰＤＣＣＨのＤＭＲＳポート又はＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートで
あってよい。
【０１１５】
　上記無線ネットワークノードは、判定される上記想定に基づいて、共配置されるやり方
でＣＳＩ－ＲＳリソース及びＤＭＲＳポートを送信する、ように構成される送信回路１７
０２、をさらに備える。上記送信回路１７０２は、ユーザ機器１０へ共配置情報を送信す
るようにさらに構成されてよく、当該共配置情報は、共配置の想定に関する挙動の標識を
含む。上記標識は、ｅＰＤＣＣＨの挙動及びＰＤＳＣＨの挙動を示す複合的挙動であって
よい。ｅＰＤＣＣＨの挙動及び／又はＰＤＳＣＨの挙動の構成は、選択される送信モード
に応じて得られてもよく、各挙動について構成されるパラメータのセットは、上記選択さ
れる送信モードに関係するパラメータに限られる。
【０１１６】
　さらに、上記無線ネットワークノードは、ユーザ機器１０から信号、フィードバック又
は類似のものを受信するように構成される受信回路１７０３、を備える。上記無線ネット
ワークノードは、共配置情報、デフォルトＣＳＩ－ＲＳ、実行された場合にここでの方法
を遂行するアプリケーション、及び類似のもの、を記憶するように構成され得るメモリ１
７０４をさらに備える。
【０１１７】
　単に例示及び説明の目的のために、本発明のこれら及び他の実施形態は、無線通信チャ
ネル上でユーザ機器あるいは“ＵＥ”ともいう無線端末と通信するＲＡＮでの動作の文脈
においてここで説明されている。より具体的には、３ＧＰＰのメンバーシップにより標準
化された通りのＬＴＥ技術を用いたシステムの文脈において特定の実施形態が説明されて
いる。しかしながら、本発明は、そうした実施形態には限定されず、概して多様なタイプ
の通信ネットワークにおいて具現化されてよいことが理解されるであろう。ここで使用さ
れるところでは、移動局、無線端末又はＵＥとの用語は、通信ネットワークからデータを
受信する任意のデバイスをいうことができ、限定ではないものの、携帯電話、“セルラー
”電話、ラップトップ／ポータブルコンピュータ、ポケットコンピュータ、手持ち型コン
ピュータ及び／又はデスクトップコンピュータを含み得る。
【０１１８】
　多様な文脈において例えばノードＢともいう“基地局”、及び“ＵＥ”あるいは“ユー
ザ機器””ということも多い“無線端末”、“移動端末”又は“無線デバイス”といった
専門用語の使用は、非限定的に考慮すべきであり、通信リンクの２つの具体的なノードの
間の何らかの階層的な関係を必ずしも示唆しないことに留意されたい。概して、例えば“
ノードＢ”といった基地局及び例えば“ＵＥ”といった無線端末は、ワイヤレス無線チャ
ネル上で互いに通信するそれぞれ異なる通信デバイスの例であると見なされてよい。ここ
で議論される実施形態はノードＢからＵＥへのダウンリンクにおける無線送信に焦点を当
てているかもしれないが、本発明の技法は、例えばいくつかの文脈においてはアップリン
ク送信に適用されてもよい。結果として、ここまでに詳細に説明した本発明のいくつかの
実施形態は、多様な無線端末、基地局又はその双方における使用のために適切であり得る
。当然ながら、アンテナ、アンテナインタフェース回路、無線周波数回路、並びに他の制
御回路及びベースバンド回路を含む付随する回路の詳細は、ここで開示された本発明の技
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法の特定のアプリケーションに依存して変化することになることが理解されるであろう。
それら詳細は本発明の完全な理解にとって必須ではないため、それら詳細は、以上の議論
及び添付図面において概して省略されている。
【０１１９】
　通信受信機の設計に詳しい者により容易に理解されるように、開示した機能を実行する
ための機能ブロックと共に、他の受信機回路からの１つ以上の機能は、デジタルロジック
、並びに／又は、１つ以上のマイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、若しくは他の
デジタルハードウェアを用いて実装されてよい。いくつかの実施形態において、多様な機
能のいくつか又は全てを、単一のＡＳＩＣ（application-specific　integrated　circui
t）、又は、適切なハードウェアインタフェース及び／若しくはソフトウェアインタフェ
ースを間に有する２つ以上の別個のデバイスといった中で併せて実装してもよい。いくつ
かの機能は、例えば無線端末の他の機能コンポーネントと共有されるプロセッサ上で実装
されてもよい。
【０１２０】
　代替的に、上で議論した受信機処理回路の機能エレメントのいくつかが専用ハードウェ
アの使用を通じて提供されてもよく、一方で他の機能エレメントは適切なソフトウェア又
はファームウェアとの関連においてソフトウェアを実行するためのハードウェアで提供さ
れる。よって、ここで使用されるような“プロセッサ”又は“コントローラ”との用語は
、ソフトウェアを実行可能なハードウェアを排他的にいうのではなく、限定ではないもの
の、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）ハードウェア、ソフトウェアを記憶するためのリ
ードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ソフトウェア及び／又はプログラム若しくはアプリケーシ
ョンデータを記憶するためのランダムアクセスメモリ、並びに不揮発性メモリを暗黙的に
含み得る。他のハードウェアもまた、従来型であれ及び／又はカスタムであれ含まれてよ
い。通信受信機の設計者は、それら設計の選択肢に内在するコスト、性能及び保守のトレ
ードオフを理解するであろう。
【０１２１】
［略語］
　ＵＥ　　　　　User　Equipment
　ＲＳ　　　　　Reference　Symbols
　ＲＢ　　　　　Resource　Block
　ＰＲＢ　　　　Physical　Resource　Block
　ＡＰ　　　　　Antenna　Port
　ＡＬ　　　　　Aggregation　Level
　ＣＣＥ　　　　Control　Channel　Element
　ｅＮＢ　　　　evolved　Node　B
　ＲＢＧ　　　　Resource　Block　Group
　ＲＥＧ　　　　Resource　Element　Group
　ｅＲＥＧ　　　extended　REG
　ｅＣＣＥ　　　enhanced　CCE
　ｅＰＤＣＣＨ　enhanced　PDCCH
　ＰＤＣＣＨ　　Physical　Downlink　Control　Channel
　ＤＭＲＳ　　　Demodulation　Reference　Signals
【０１２２】
　上述した説明及び添付図面は、ここで教示される方法及び装置の非限定的な例を表現し
ていることが理解されるであろう。そのため、ここで教示される本発明の装置及び技法は
、上述した説明及び添付図面によって限定されない。代わりに、本発明は、次の特許請求
の範囲及びその法的な均等物によってのみ限定される。
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